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平成 31年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ２単位 年次 ４年次（選） 

使用教科書 改訂新編 物理基礎（東京書籍） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私達の身のまわりでは、様々な自然現象が繰り返されています。現在の科学では、一見すると複雑

で神秘的なそれらの自然現象は、実は簡単な法則に従っていることがわかってきています。 

物理基礎では「運動とエネルギー」・「熱」・「波」・「電気」の各分野について、それらを支配

している法則について学んでいきます。毎時間の授業はプリント形式で行われ、主に問題演習を通

して実験や小テスト等も挟みながら進められていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

１．物理学が日常生活や社会とどのように関連しているかを知り，物体の運動と様々なエネルギー

への関心を高める。 

２．目的意識をもって観察・実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を身につける。 

３．物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を身につける。 

４ 科学技術の在り方やエネルギー問題について市民が意思決定するために必要な，科学的な知識，

能力，態度を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察と実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動とエネルギー、

熱、波および電気につ

いて興味・関心をも

ち、考えてみ 

ようという意欲をも

つ。また、設問に積極

的に意見を述べるこ

とができる。 

何を知ろうとしてい

るのか、どのような理

論を用い、どのような

実験をした 

らよいかを思考し、判

断することができる。 

観察により、身近な

ものの運動を測定す

ることができる。ま

た、実験の技能 

とともに、実験デー

タの処理の仕方（グ

ラフを書き、得られ

たデータの意味 

を読み取ることがで

きる）も習得する。 

運動とエネルギー、

熱、波および電気を

表す式がどのように

して得られたか 

を理解している。ま

た、その式やグラフ

を正しく運用するこ

とができる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

直線運動の世界  ○ ○ ○ a:日常の様々な物体の運動に

関心を持ち，意欲的に探究し

ようとする。それらの運動を

理解する端緒としての直線

上の運動に対して関心を抱

き，運動の表し方・重力によ

る運動に対して意欲的に取

り組んでいる。 

b: 等加速度直線運動をもとに

して，多くの複雑な運動の理

解に至ることを知り，運動の

多様性と簡単な解析の方法

を習得し，考察できる。 

c: 等速直線運動・等加速度直

線運動の観察・実験などを通

して，実験機器の操作と結果

の表し方・データ処理の仕方

を習得している。 

d: 運動の表し方，相対速度，

及び等加速度直線運動に関

する基本的な概念や公式を

理解し，運動を解析する方法

を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

力と運動の法則 ○ ○  ○ 



２
学
期 

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕事とエネルギー  ○  ○ a: 熱・温度・エネルギーの関

係について関心を持ち，意欲

的に探究している。また，

様々なエネルギーの種類と

変換について関心を持ち，人

類が利用してきたエネルギ

ーの種類と大量消費につい

て探究しようとする。 

b: 原子論的立場から熱と温度

と熱運動について実証的・総

合的に考察できる。また，エ

ネルギーの変換に関する実

験を行い，エネルギーについ

て考察するとともに，熱現象

の不可逆性の観点から，エネ

ルギーの有効活用について

思考し，省エネルギーのため

の方法を判断できる。 

c: 物質の三態変化やエネルギ

ー変換の実験を通して，原子

や分子の熱運動の立場から

熱と温度についてイメージ

できるようになる。 

 また，熱と仕事の関係，熱

現象の不可逆性，エネルギー

保存の法則について的確に

表現できる。 

d: 熱・熱平衡・比熱・熱容量・

温度・ジュール熱・電力・内

部エネルギー・熱機関・熱効

率・エネルギー保存の法則等

の基本について理解し，法

則・公式を活用できる。 

  また，エネルギー収支につい

ても考えが及び，科学の進歩

によってより低密度のエネ

ルギーの利用が可能になり

つつあることを知識として

身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

熱 ○  ○ ○ 

波 ○ ○  ○ 



３
学
期 

電
気
・エ
ネ
ル
ギ
ー 

電気  ○ ○ ○ a:今日の人間生活における電

気・磁気との関わりに興味・

関心を抱き，電気・磁気の基

本的な性質と使われ方につ

いて意欲的に探究しようと

する。 

 発電所でつくられる電力や，

光や放射線を含む様々な電

磁波を効率的かつ安全に使

う方法について関心を持ち，

自ら実践しようとする態度

を身につけようとする。 

b: 家庭用電気機器をはじめ動

力や通信機器等，個々の機器

における電気・磁気の利用の

され方と性質の関係を的確

に判断できる。 

 身の回りの現象や機器で電

磁波がどのように利用され

ているかを見いだすことが

できる。また，電波・放電が

電気・磁気のどのような性質

と関連しているかを理解し，

考察できる。 

c: 電気・磁気の基本的な性質

とその利用のされ方を観察

や実験を行いながら理解し，

基本的な電流回路の接続の

決まりや測定方法を習得で

きている。 

 光や放射線を含む様々な電

磁波の特性に応じて安全に

対処することができる。 

d: 電気や磁気に関する現象に

ついて，それらの基本的な概

念を形成しているとともに，

電流と磁界の相互作用によ

るエネルギー変換がモータ

ーや発電機に利用されてい

ることを理解している。ま

た，発電所でつくられ利用さ

れている交流の概念と利点

を理解している。さらに，光

や放射線を含めた電磁波の

基本的な性質と種類につい

ての知識を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

エネルギー ○ ○  ○ 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察と実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


